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V343a Ｘ線天文衛星「ひとみ」搭載軟Ｘ線撮像検出器 SXIの軌道上性能と較正の現
状 II
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Ｘ線天文衛星「ひとみ」に搭載された軟Ｘ線撮像検出器 (Soft X-ray Imager: SXI) は、空乏層厚 200µmと裏
面照射型という特徴により、0.4–12 keVの広いエネルギー帯域で十分に高い量子効率を実現した。また、4素子
を 2×2に並べることで 38′ × 38′ という大きな視野を確保している。「ひとみ」には他にエネルギー分解能は高い
が視野の狭い精密軟Ｘ線分光装置や、より高いエネルギー帯域に感度をもつ硬Ｘ線撮像検出器があり、これらの
検出器と組み合わせることで広帯域で多角的な撮像分光観測を行うというものであった。
「ひとみ」衛星は、打ち上げ後およそ 3週間にわたり複数の天体を観測した。これにより冷却などの諸機能や
撮像・分光性能が期待通りであることを確認するとともに、較正に用いられるデータを取得することができた。
本講演では 2016年秋季年会に続き、機上データを用いた較正の進捗と最新の結果について報告する。検出器筐
体に取り付けられた較正用線源 55Feや天体由来の輝線を用いることで、エネルギーゲインや応答関数の調整を実
施し、より良い精度を達成することができた。また、検出器由来のバックグラウンド（Non X-ray Background）
の評価なども行い、サイエンスデータの解析に必要となる較正用データベースの整備は全て完了した。


